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第１回 東の里遊水地利活用検討懇話会 会議録 

 
日 時：平成２９年８月１８日 午後２時 
場 所：市役所１階 多目的室 

 
出席委員 大沢委員、小池委員、中野委員、鈴木委員、高橋委員、設楽委員、 

西尾委員、濱崎委員、松中委員、三浦委員 
事務局  駒形建設部長、中居庶務課長、菊地主査、吉倉主事 

 
議 事 の 主 な 内 容 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

Ａ 委員 

 
事務局 

 
 

１ 現地確認 
（バスにより現地視察） 

 
２ 開会 

 
３ 委嘱状交付 

 
４ 建設部長挨拶 

 
５ 自己紹介 
 各委員及び事務局の自己紹介 

 
６ 座長選出 
 事務局の推薦により大沢委員が座長として承認された。 

 
７ 議事 
（１） 北広島市東の里遊水地利活用検討懇話会の設置について 
（２） 東の里遊水地の概要について 
（３） 遊水地利活用計画（既存）について 
（４） 利活用検討（市案）について 
（５） 市民アンケート調査結果について 
 事務局から資料により説明 

 
 共栄にある雪堆積場は、将来、廃止になるのか。 

  
 共栄の雪堆積場は、ボールパークが話題になっている総合運動公

園予定地を利用していることから、将来、ボールパークや総合運動

公園が整備されることになると雪堆積場の確保ができなくなるの
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Ａ 委員 

 
 
 
 
 

事務局 

 
 
 

Ａ 委員 

 
事務局 

 
 
 
 

Ａ 委員 

 
 
 
 
 
 
 
 

事務局 

 
 
 
 

事務局 

 
 

座長 

 

で、遊水地中段の利用が良いと考えている。 

 
 水害の軽減のために遊水地は水を貯めるべきだ。雪解け水で川の

水位が上がり遊水地に入る場合があると思うが、遊水地に雪がある

と、その分、水を貯める量が減るのではないか。融かそうとしても

融けないと思うし、雪にゴミが含まれていると排水門にゴミがたま

り機能しなくなることがあり得ないか。 

 
 札幌開発建設部からは、条件付で雪堆積場としても良いと伺って

いる。融雪による河川の水位上昇は札幌開発建設部でも考えてお

り、統計上から５月末までに雪を融かせば大丈夫と伺っている。 

 
 ５月末までに雪を融かすのは可能か。 

 
 どれだけ入れられるか検討しなければいけないし、雪に溝を掘る

など表面積を増やし融かす努力もしなければならない。 
 共栄の雪堆積場がいずれ使えなくなるので、その代替施設もどこ

かに作らなければならない。検討しながら決めなければならない。

 
 共栄の雪堆積場に入れる雪の量は半端ではない。積雪の少ない年

でもかなりの量が入る。 
 雪堆積場として利用しても構わないとは思うが、入れられる量は

限られてくる。市としても、共栄に変わる雪堆積場も考えておかな

ければ、使えなくなれば遊水地にすべて入れるのは無理だ。本来の

目的は雪堆積場ではないので、代替の雪堆積場も検討し、遊水地は

サブと考えたら良い。 
 西の里の雪堆積場は、まだ広げることは可能なのか。 

 
 まだ入ると思う。ただし、西の里へ運搬すると費用がかさむので、

東部地区の雪は、できるだけ近くに堆積したい。メインとサブとい

う考え方はあるかと思うが遊水地に入れる許可条件もあるので、他

市の事例も参考に検討したい。 

 
 江別市も５月末までに雪を融かす条件があると伺っている。 
 札幌開発建設部と協議しながら進めて行きたい。 

 
 大事な点なので、札幌開発建設部と協議していただきたい。 
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Ｂ 委員 

 
事務局 

 
 

Ｂ 委員 

 
事務局 

 
Ａ 委員 

 
Ｂ 委員 

 
 

事務局 

 
Ｂ 委員 

 
事務局 

 
事務局 

 
 

Ｂ 委員 

 
 

事務局 

 
 

Ａ 委員 

 
 
 

事務局 

 
 
 

Ａ 委員 

 遊水地の地面は、石とか混ざっているのか。 

 
 上段は元々の地盤であり、若干掘削して仮置きした土が残ってい

る可能性がある。 

 
 石が残っているのか。 

 
 掘削した土はほとんど粘土や泥炭なので石は無いと思う。 

 
 粘土と一部泥炭がある。 

 
 採草地にするとしたら芝の種を撒くのは、酪農家がやることにな

るのか。 

 
 市では行わない。 

 
土地を貸すので、自分でやってくださいということか。 

 
 はい。 

 
 素掘側溝を作り、水はけを良くするとかは、札幌開発建設部で相

談に乗ると言っている。 

 
 水が牧草地に流れてくると牧草が駄目になるので、牧草地に段差

を付けて分かれていれば良い。 

 
 素掘側溝などで縁を切る形を考えている。中段に雪堆積場を考え

ているので、上段には水が行かない。 

 
 長沼町の舞鶴遊水地は、牧草地として多く利用していて、地元の

酪農家で利用組合を組織している。東の里遊水地は面積が小さいの

で、数軒の利用になると思う。 

 
 昨年、農家の方に話を伺う機会があり、１、２軒くらいの面積と

いう話だった。以前、ここで牧草畑をやっていたということで、多

少掘削した残土が被っていたとしてもできそうだと伺っている。 

 
 浸水後に水が引いてから直ぐ機械が入れるのか。 
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事務局 

 
 

座長 

 
 

Ａ 委員 

 
 

事務局 

 
 
 

Ａ 委員 

 
 
 
 
 
 

座長 

 
 
 

Ａ 委員 

 
Ｃ 委員 

 
 
 
 
 
 
 
 

事務局 

 

 
 素掘側溝で縁を切るのも良い。農家の方々と協議しながら進めた

い。 

 
 牧草地にするとしたら、 低限の条件だけは、整えて札幌開発建

設部から借りてください。 

 
周囲堤に生える樹木は札幌開発建設部で伐採すると思うが、遊水

地の中にヤナギが繁茂したら市で伐採することになるのか。 

 
 市が借りる区域を札幌開発建設部と協議しなければならない。市

では、下段は治水施設として札幌開発建設部で管理していただきた

いと考えている。 

 
 札幌開発建設部に管理してほしいと言ったことがあるが、使うと

ころが管理するということだった。 
 一番、懸念されるのは環境の悪化です。輪厚川にもヤナギが繁茂

した時期がありましたが、小さいうちに始末しておかないとお金も

掛かる。市からも札幌開発建設部と調整していただき、景観にも配

慮していただきたい。 

 
 今のところ中段と上段を使い管理は市になるということです。 
低地のままだと、木が生える懸念があるので、何か方策を考えて

いただきたいということです。 

 
 自然観察ゾーンとなっているので、市が管理すると思った。 

 
 聞いていると、基本的な案はできている。千歳川流域の４市２町

が提案したときに、北広島市は、他と比べて知恵が無いということ

にならないかを心配している。長沼町は既に何に使うか決まってい

る。 
150 ヘクタールの巨大な土地を好きに使えるのだから、年間 50

万人の観光客を誘致できないかと考えると使い方の案が出てくる

と思う。雪捨て場なんて、みすぼらしい。大きな提案を出して意見

を求めるのは駄目ですか。 

 
 遊水地は防災施設ですので、利活用を考える上では、水没の可能

性を踏まえなければならない。 
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Ｃ 委員 

 
 
 

事務局 

 
 
 

Ｃ 委員 

 
事務局 

 
 

Ｃ 委員 

 
事務局 

 
Ｃ 委員 

 
 

事務局 

 
Ｃ 委員 

 
 
 
 
 
 

座長 

 
 
 
 
 
 
 

 
 それはわかります。洪水対策に支障の無い範囲で自由に考えて良

いなら、それを考えましょう。交流人口の増加に沿う案を考えて、

良いか悪いかを検討して、駄目だったらあきらめればいい。 

 
 懇話会で出された意見は、意見として汲み取りたい。 
 市が借りることは、管理責任が伴いますし、ランニングコストも

掛かります。両方考えなければならないと思います。 

 
 楽する方法ばかり考えているのでは駄目だ。 

 
 ご意見をいただき、もう一度、市役所内部の検討委員会に図りま

す。 

 
 大きな夢のような話を出して、それを検討するのが仕事でしょ。

 
 管理費も考えた皆様からのご意見をいただければと思う。 

 
 例えば、150 ヘクタールにシベリアからトナカイを 3000 頭連れ

てきて放し飼いしましょう。 

 
 水に浸かったらどうするのかという問題も出てきます。 

 
 色々あるでしょうけど、150 ヘクタールを自由に使えるのですか

ら自由に使う案を出せば良いじゃないですか。 
 例えば北海道らしいといったら、エゾシカを 3000 頭捕まえてき

て放牧して、育ったら肉として出荷する。売り上げも上がり、観光

客が 50 万人来たら 1 億円くらいの収入にはなる。雇用も産業もで

き、若い人たちも働ける。 

 
 夢のある壮大なプロジェクトを考えるのが良いというご意見で

した。 
事務局の説明案は、過去の経緯から検討をして、これをたたき台

として、この懇話会で検討していただきたいということです。 
防災施設ということを忘れないでいただきたい。元々、太平洋ま

で川をつなぐ壮大な計画に代わって遊水地を整備する計画が出て

きている。たまたま東の里遊水地が北広島市にあるということで、

他市町にも関係のある計画なので６つの遊水地がまさかのときに
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Ｄ 委員 

 
 

事務局 

 
 

Ｄ 委員 

 
事務局 

 
Ｄ 委員 

 
 
 
 

事務局 

 
 

Ｄ 委員 

 
事務局 

 
 

Ｄ 委員 

 
座長 

 
 
 

機能が阻害されないようにしなければならない。使いたいからとい

って、できる範囲以上のことをやってしまうと機能が果たせなくな

り本末転倒にもなる。 
もちろん折角やるのだから夢のある色んなアイディアを出しな

がら、一方では遊水地ということを忘れないでいただきたい。防災

施設を平常時にどうやって楽しく使うかという会議だということ

は、皆さんおわかりだとは思いますが、どうやって利活用できるか

という形で会議を続けたい。 

 
 以前の懇話会のときにも話があったが、利活用できるのは 150 ヘ

クタールではないですよね。 

 
 遊水地すべてではなく、堤防上には施設とかは作れませんので、

そこを外した面積になります。 

 
 市民が多目的に利用するゾーンが 150 ヘクタールですか。 

 
 15 ヘクタールです。 

 
 利活用として使えるのは、15 ヘクタールしかないと以前の懇話

会では検討した。 
 そこをはっきりしないと、意見をいただいても、噛み合わなくな

ってしまう。 

 
 市役所内部の検討委員会としては、上段と中段で利活用を考えて

いる。 

 
どのくらいの面積があるのかを明確にしないといけない。 

 
 上段が面積約 32 ヘクタール、中段が約９ヘクタールになり、雪

堆積場が良いのではないかと考えています。 

 
 それを明確にしておかないと、皆さんの話が噛み合わなくなる。

 
 上段が標高 5 メートル、中段が 3.6 メートル、下段が 1.8 メート

ルになり、市の説明でも 1.8 メートルの一番低いところは、本来の

遊水地の機能として利用し、一番高い上段でバーベキューやイベン

トだとか一番具体性のある場所だという説明があったと思います。
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Ａ 委員 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一番低いところは、実際は利活用せず、なるべく高いところをどう

やって使うかということに意見が収束すると思う。 
上段と中段が主な利活用の範囲だということ、また、遊水地その

ものの機能が壊れるものは止めるのが一番大事なポイントだとい

うことを承知の上で会議を進めたい。 

 
 イベントをやるにしても柵ができない。トイレも仮設以外は置け

ない。上水道も下水道も入れられない。花火大会も夢でしょうけど、

事故があったときの責任もあるので、沢山人を集めるのも良いので

すが、十分配慮しないと補償問題になっては困る。 

 
８ 今後の予定 
次回、第２回検討懇話会は９月１１日月曜日に開催する。 

 
９ その他 

 
10 閉会 

 


